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エ
イ
ズ
学
会
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴

が
あ
る
が
、
一
つ
は
「
多
方
面
に
わ
た

る
参
加
者
」
が
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
は
早
く
か
ら
「
チ
ー
ム

医
療
」
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

分
野
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
証
す
る
か

の
よ
う
に
学
会
へ
の
参
加
者
も
多
様
で

あ
る
。
医
師
、
基
礎
研
究
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
看
護
職
、
薬
剤
師
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
、
行
政
、

マ
ス
コ
ミ
、
教
育
等
々
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
軸

に
実
に
多
方
面
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て

い
る
。
従
っ
て
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
内
容
も
多
様

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自

分
の
専
門
分
野
以
外
の

学
習
に
非
常
に
役
立
つ

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け

る
倫
理
的
諸
問
題
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
、
な
か
な

か
自
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー
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第
14
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
レ
ポ
ー
ト

参
加
者
同
士
の
分
野
を
越
え
て
の
交
流

99
年
の
東
京
（
北
区
王
子
）
に
続
き
、
第
14
回
日
本
エ

イ
ズ
学
会
が
京
都
（
京
都
テ
ル
サ：

京
都
市
南
区
）
で
開

か
れ
た
。
会
期
は
00
年
11
月
28
日
〜
30
日
と
、
去
年
と
同

じ
３
日
間
だ
っ
た
。

今
回
の
学
会
は
専
門
分
野
を
越
え
る
「
対
話
」
の
場
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
①
一
般
演
題
と
並
ん
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
重
視
、
②
全
て
の
一
般
演
題
の
発
表
を
口
頭
と

ポ
ス
タ
ー
の
両
方
で
実
施
、
③
交
流
会
（G

et-together

）

の
開
催
と
い
う
３
つ
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。

な
お
、
第
15
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
は
01
年
11
月
28
日
〜

12
月
１
日
に
東
京
（
北ほ
く

と
ぴ
あ：

北
区
王
子
）
で
開
催
さ

れ
る
（
会
長
は
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
感
染
制

御
学
、
感
染
症
内
科
の
木
村
哲
教
授
）。

http://w
w

w
.lapjp.org/aidsgk14/

専
門
分
野
以
外
の
学
習
に

役
立
っ
て
い
る
多
様
性
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第１４回日本エイズ学会学術集会・総会

日程表（１）

■2000年11月28日（火）

■2000年11月29日（水）

※WSはワークショップの略

第１会場（テルサホール） 第２会場（大会議室） 第３会場（第１会議室）

09:30-10:05 免疫 I

座長：山本博
10:05-10:40 免疫 II

座長：田中勇悦
10:45-12:05 WS1 感染増殖制御
座長：神奈木真理・高橋秀実
昼食
13:00-14:00 総会
14:10-15:30 WS2 病態解析（臨床）
座長：松下修三・滝口雅文

15:30-16:10 病態解析（動物モデル）
座長：桑田岳夫

16:30-17:50 シンポジウム1

21世紀の日本とエイズ
座長：樽井正義・白阪琢磨

18:00-19:30 特別講演
瀬戸内寂聴
座長：島尾忠男

09:45-10:25 診断・検査
座長：今井光信

10:25-11:10 抗HIV療法 I

座長：山元泰之
11:15-12:05 抗HIV療法 II

座長：上田良弘
昼食

14:00-15:20 WS3 抗HIVサルベージ療法
座長：高田昇・中村哲也

15:20-15:55 臨床 I

座長：安岡彰
16:00-16:35 臨床 II

座長：古西満
16:35-17:10 臨床 III

座長：今村顕史
17:15-17:55 臨床 IV

座長：松浦基夫

09:30-10:00 予防啓発 I

座長：鬼塚直樹
10:00-10:35 予防啓発 II

座長：市川誠一
10:40-11:15 教育啓発
座長：池田京子

11:15-12:00 行動科学
座長：木原雅子
昼食
14:10-15:00 疫学
座長：鎌倉光宏・木村博和

15:05-16:00 分子系統・分子疫学
座長：武部豊・市村宏

16:00-16:25 個体内進化
座長：生田和良

16:35-17:55 WS4 長期未発症者
座長：三間屋純・岩本愛

09:00-10:20 WS5 コレセプター
座長：小柳義夫

10:20-10:50 コレセプター／リガンド
座長：義江修

11:00-12:00 招待講演1

Stephen J. O'Brien 

座長：山本直樹
昼食
13:15-14:15 招待講演2

Malcolm A. Martin 

座長：永井美之
14:20-16:10 シンポジウム2

エイズワクチン開発に向けて
座長：高橋秀実・山崎修道

16:20-17:20 ワクチン
座長：井戸栄治・奥田研爾

17:30- 交流会
（1Fレストラン「朱雀」）

09:00-09:35 臨床V

座長：西田恭治
09:35-10:35 副作用
座長：岡慎一・味澤篤

10:40-12:00 WS6 抗HIV療法におけ
る薬物血中濃度

座長：桑原健・中村哲也
昼食
13:15-14:35 WS7 服薬アドヒアラン

ス～治療・ケアはどう変
わったか～

座長：堀成美・日笠聡
14:35-15:10 服薬アドヒアランス
座長：長岡宏一

15:20-17:20 サテライトシンポジウム
HIV感染症｢治療の手引き｣

09:20-09:55 PWA支援 I

座長：五島真理為
09:55-10:30 PWA支援 II

座長：樽井正義
10:40-12:00 WS8 女性とエイズ
座長：池上千寿子・北山翔子
昼食
13:20-14:40 WS9 HIV/AIDSカウン

セリングにおける倫理的諸問題
―性的パートナー告知を中心に

座長：古谷野淳子・児玉憲一
14:45-15:35 カウンセリング
座長：矢永由里子・山中京子

15:40-16:15 医療体制・拠点病院
座長：吉崎和幸

16:15-17:15 看護
座長：池田和子・有馬美奈



に
感
染
の
事
実
を
打
ち
明
け
ら
れ
な
い

患
者
に
対
し
、
医
師
と
し
て
ど
う
ア
プ

ロ
ー
チ
す
べ
き
な
の
か
、
会
場
に
い
る

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
弁
護
士
に
質
問
す
る

医
師
や
、
薬
剤
師
に
よ
る
服
薬
援
助
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
実
際
に
服
薬
援
助
に
関

わ
る
看
護
職
か
ら
の
発
言
が
見
ら
れ
た

り
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ク
ロ
ス
セ
ク
シ

ョ
ナ
ル
な
交
流
が
随
所
で
行
わ
れ
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

ま
た
長
所
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
専
門

分
野
の
突
っ
込
ん
だ
検
討
が
行
わ
れ
に

く
い
と
い
っ
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
抱

え
る
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
普
段
、
な
か
な
か
交
流
の
な
い

他
職
種
同
士
が
同
じ
会
場
に
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
検
討
を
重
ね
る
こ
と
か
ら
生

ま
れ
る
利
点
も
多
い
。
ぜ
ひ
、
今
後
も

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、

学
会
側
が
用
意
し
た
座
学
で
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
主
流
で
あ
る
今
日
、
そ
う
し

た
「
受
身
」
の
学
習
で
は
な
い
参
加
型

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る

点
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
、
一
昨
年
度
の
学
会
に
お
い

て
、
有
志
の
医
療
従
事
者
の
集
ま
り
が
、

手
弁
当
で
「
服
薬
指
導
か
ら
服
薬
援
助

へ
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、「
寸
劇
」
と
し
て
演
じ

ら
れ
た
診
療
風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と

で
、
い
か
に
、
医
療
従
事
者
の
視
点
が

患
者
の
そ
れ
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

る
か
、
実
際
に
患
者
は
何
を
医
療
従
事

者
に
求
め
て
い
る
の
か
、
学
ぶ
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
（
寸
劇
で
は
、
診
察
室

で
、
患
者
の
理
解
で
き
な
い
「
テ
ク
ニ

カ
ル
タ
ー
ム
」
を
連
発
す
る
医
師
の
姿

や
、「
薬
の
こ
と
は
わ
か
ん
な
ー
い
」

と
他
の
職
種
に
お
任
せ
の
看
護
職
の
姿

が
演
じ
ら
れ
た
）。

そ
の
流
れ
は
、
昨
年
度
の
学
会
に
お

い
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
「
患
者

支
援
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
こ
の

時
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
あ
っ
た
）、
更

に
海
外
で
実
際
の
医
療
従
事
者
の
教
育

に
使
わ
れ
て
い
る
タ
ッ
チ
パ
ッ
ド
を
使

っ
て
の
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
治
療
」
を
学

ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
し
て
今
年
も
同

様
の
タ
ッ
チ
パ
ッ
ド
を
使
っ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
加
え
て
、
地
元
京
都
で
「
女

性
の
健
康
問
題
と
性
感
染
症
予
防
」
に

関
心
を
持
つ
若
者
が
企
画
し
て
、
や
は

り
同
年
代
の
若
い
女
性
を
対
象
に
「
性

感
染
症
予
防
を
呼
び
か
け
る
ク
ラ
ブ
パ

ー
テ
ィ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
今
年
開
催
さ
れ
た
女
性
の
た
め

の
「
ク
ラ
ブ
パ
ー
テ
ィ
」
は
、「
お
偉

い
先
生
方
が
舞
台
で
話
し
て
終
わ
り
」

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
予
防
啓
発
活
動
と

は
根
本
的
に
異
な
り
、
対
象
と
す
る
世

代
と
同
じ
世
代
が
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
、

寸
劇
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
し

て
、
性
感
染
症
予
防
を
呼
び
か
け
た
も

の
で
あ
っ
た
。

当
日
は
京
都
近
郊
の
女
子
大
生
や
Ｏ

Ｌ
等
若
い
女
性
た
ち
（
と
少
数
の
男
性

た
ち
）
で
満
席
で
あ
っ
た
が
、
年
代
と

文
化
を
共
有
す
る
世
代
が
、
よ
り
親
し

み
や
す
い
方
法
で
予
防
啓
発
を
呼
び
か

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
性
感
染
症
予

防
」
を
「
他
の
誰
の
こ
と
で
も
な
い
」

「
自
分
の
こ
と
」
と
し
て
認
識
し
、
更
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会場となった『京都テルサ』（京都市南区）

受
身
で
な
い
参
加
型
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
流
れ



LAP NEWSLETTER Vol.31 6

第１４回日本エイズ学会学術集会・総会

日程表（２）

■2000年11月30日（木）

■上記以外のサテライトシンポジウム

第１会場（テルサホール） 第２会場（大会議室） 第３会場（第１会議室）

09:00-09:55 薬剤耐性
座長：塩田達雄・庄司省三

09:55-10:45 薬剤感受性試験
座長：巽正志・加藤真吾

10:55-12:00 シンポジウム3 薬剤耐性
HIV-1変異株の出現：基礎から

座長：満屋裕明・馬場昌範
昼食
13:15-15:05 シンポジウム4 薬剤耐

性-臨床から
座長：岩本愛吉・福武勝幸

15:15-17:30 特別教育セッション
「Improving the  Manage-

ment of HIV Diseases」
I. 講義　Daniel. Kuritzkes

座長：岩本愛吉
II. Interactive Session

座長：青木眞
18:00-20:00 サテライトシンポジウム

｢Clinical Management in AIDS

- Metabolic Abnormality｣

09:10-10:30 WS10 ウイルス複製の
分子機構

座長：岡本尚
10:40-12:00 WS11 アクセサリー遺

伝子機能
座長：足立昭夫

昼食
13:15-14:05 感染増殖I

座長：志田壽利・間陽子
14:05-14:50 感染増殖 II

座長：増田貴夫
15:00-15:30 感染増殖III

座長：原田信志
15:30-16:00 ウイルス粒子
座長：佐野浩一

16:05-17:00 治療薬開発 I

座長：伊藤正彦・木曽良明
17:00-17:50 治療薬開発 II

座長：松岡雅雄・高久洋

09:00-10:20 WS12 母子感染防止の
ために

座長：戸谷良造・宮澤豊
10:20-10:55 母子感染
座長：戸谷良造

11:00-12:20 WS13 HIV検査の普及
座長：市川誠一・今井光信
昼食
13:35-14:55 WS14 来日外国人とエ

イズ
座長：若井晋・澤田貴志

14:55-15:30 来日外国人
座長：宇野賀津子

15:35-16:10 NGO/CBO

座長：根岸昌功
16:30-20:30 サテライトシンポジウム

｢コミュニティ・ベース
のHIV/STD感染予防への
取り組み｣

１１月２９日（水）１６：３０～１８：３０

＜サテライトシンポジウム＞　性的リスク行為への社会的・心理的アプローチとエイズ予防啓発への活用
会場：視聴覚研修室

１１月３０日（木）１５：００～１８：００

＜サテライトシンポジウム＞　アメリカ／アフリカー南北AIDS事情：今何を？
会場：視聴覚研修室

第１４回日本エイズ学会学術集会・総会
会期：2000年11月28日（火）～30日（木）
会場：京都テルサ（京都府京都市南区）
会長：速水正憲（京都大学ウイルス研究所教授）
主催：日本エイズ学会
共催：財団法人田附興風会医学研究所



●
日
本
で
の
エ
イ
ズ
予
防
啓
発
に
関
す

る
最
先
端
の
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。
予

防
啓
発
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

ゲ
イ
男
性
の
コ
ン
ド
ー
ム
使
用
行
動
に

関
す
る
研
究
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
大
阪
の
予
防

啓
発
介
入
に
つ
い
て
、
精
神
的
健
康
と

エ
イ
ズ
予
防
の
関
係
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
行
政

の
連
携
に
よ
る
予
防
啓
発
の
開
発
な
ど

の
発
表
が
行
わ
れ
る
。

予
防
啓
発
に
関
す
る
研
究
は
、
特
に

若
い
世
代
で
爆
発
的
な
感
染
の
広
が
り

を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
に
お
い

て
は
、
急
を
要
す
る
研
究
で
あ
る
。
特

に
海
外
で
は
、
文
化
人
類
学
者
に
よ
る

エ
イ
ズ
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

を
、
予
防
啓
発
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

動
き
が
90
年
代
に
な
っ
て
さ
ら
に
活
発

化
し
た
。
予
防
啓
発
で
必
要
な
こ
と
は
、

文
化
的
・
社
会
的
な
文
脈
を
重
視
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゲ
イ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
は
、
一
般

的
な
道
徳
観
や
価
値
観
を
押
し
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
ゲ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
の
見
方
・
考
え
方
を
尊
重
し
、
そ
こ

か
ら
予
防
介
入
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
今
回
の
学
会
で
は
、
異
性
愛

者
の
十
代
、
二
十
代
の
若
者
に
対
す
る

予
防
啓
発
に
関
す
る
研
究
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
が

（「
全
国
性
行
動
調
査
」
は
そ
の
ベ
ー
ス

と
な
る
重
要
な
も
の
だ
が
）、
こ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
？

（
新
ヶ
江
　
明
遠
＝
以
下
「
新
」）

●
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
21
世
紀

に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
日
本
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
の
流
行
に
つ
い
て
、
ま
ず
日
本
の

現
状
と
展
望
を
述
べ
、
そ
の
後
日
本
人

の
性
行
動
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
リ
ス
ク
に
関

す
る
全
国
性
行
動
調
査
の
結
果
が
報
告

さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
ゲ
イ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研
究
者
、
行
政

に
よ
る
、
日
本
で
は
初
め
て
の
「
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
発
足
し
た
Ｍ

Ａ
Ｓ
Ｈ
大
阪
の
、
ゲ
イ
に
対
す
る
予
防

介
入
の
モ
デ
ル
が
紹
介
さ
れ
た
。

21
世
紀
に
日
本
で
は
本
格
的
に
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
が
流
行
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
そ
の
危
機
意
識
は
希
薄

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
学
会

の
構
成
を
見
て
も
分
か
る
の
だ
が
、
ゲ

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
は
比
較
的
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
ゲ
イ
の
人
た

ち
は
、
エ
イ
ズ
に
対
す
る
危
機
意
識
が

高
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以

外
の
と
こ
ろ
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

日
本
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
の
推
移

は
、
異
性
間
・
同
性
間
で
同
じ
よ
う
に

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
ア

メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
の

例
と
比
較
し
て
み
て
も
特
異
で
あ
る
。
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に
現
実
に
即
し
た
性
感
染
症
予
防
行
動

を
取
る
き
っ
か
け
を
掴
め
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
私
自
身
は
、
大
脳
を
賦

活
化
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
前
頭
葉

に
関
わ
る
よ
う
な
予
防
啓
発
と
の
ズ
レ

は
生
じ
な
い
の
か
と
い
っ
た
疑
問
を
抱

い
て
い
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
伝
え
方
、
更
に
手
弁
当
で
行
わ

れ
た
パ
ー
テ
ィ
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程

で
、
人
の
つ
な
が
り
が
更
に
人
を
呼
び
、

そ
こ
で
交
わ
さ
れ
た
会
話
が
行
動
変
容

の
き
っ
か
け
を
若
い
人
達
に
も
た
ら
し

て
い
っ
た
と
い
う
点
に
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
の
意
義
を
認
識
す
る
。

（
今
野
　
哉
郎
）

１
日
目

﹇
一
般
演
題
﹈

予
防
啓
発
Ⅰ
、
Ⅱ

﹇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
﹈

21
世
紀
の
日
本
と
エ
イ
ズ



特
に
日
本
は
買
売
春
大
国
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ア
ク

セ
ス
す
る
人
や
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
に

対
し
て
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
感
染
予
防

を
浸
透
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
若
い
世
代
に
対
す
る
予
防
啓
発
は
、

特
に
急
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

（
新
）

●
こ
の
エ
イ
ズ
学
会
を
見
て
も
、
例
え

ば
文
学
研
究
や
文
化
研
究
の
立
場
か
ら

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は

ま
ず
な
い
。
こ
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の

講
演
は
ま
た
別
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
文
学
的
・
文
化
的
フ
ァ
ク
タ
ー
か
ら

見
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
僕
は
思
う
。

な
ぜ
な
ら
、
心
理
学
的
・
社
会
科
学

的
も
の
の
見
方
は
、
あ
る
面
で
物
事
を

正
確
に
把
握
で
き
る
が
、
一
側
面
か
ら

だ
け
み
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
、
そ
の

視
点
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
し
ま
う
も
の
が

必
ず
出
て
き
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
特
に

文
学
の
よ
う
な
研
究
は
、
人
間
の
生
の

声
、
生
の
手
触
り
を
表
現
す
る
手
段
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
が
進
め
ば
、

感
染
者
や
患
者
の
生
の
様
式
に
つ
い

て
、
何
か
共
有
で
き
る
も
の
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

さ
て
、
講
談
社
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
る
『
愛
死
』
と
い
う
本
、
面
白
い

と
僕
は
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
読
ん

で
み
て
は
。

（
新
）

●
「
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｔ
導
入
前
後
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
の
健
康
指
標
の
比

較
」（
０
３
４
）
と
題
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ

に
よ
っ
て
精
神
健
康
を
縦
断
的
に
と
ら

え
よ
う
と
し
た
こ
の
研
究
報
告
。
心
い

き
は
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
重

大
な
誤
り
を
侵
し
て
い
る
。

精
神
健
康
を
測
定
す
る
尺
度
と
し

て
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ
の
特
徴
と
し
て
言
わ

れ
る
の
は
、
愁
訴
に
大
き
く
引
き
ず
ら

れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
症
状
が
多
い
と
Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ
に
よ

っ
て
測
定
す
る
精
神
健
康
が
低
く
見
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
よ

っ
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ
は
一
般
住
民
の
抑

う
つ
傾
向
に
つ
い
て
は
見
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
の
、
疾
患
を
持
っ
た
人
達
に

は
適
用
で
き
な
い
と
、
今
日
で
は
常
識

と
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
石
原
氏
に
よ
れ
ば
、
縦
断
的

に
は
血
友
病
の
人
達
の
抑
う
つ
傾
向
は

相
変
わ
ら
ず
悪
い
が
、
性
感
染
に
よ
る

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
で
は
良
好
に
推
移
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

を
用
い
て
い
る
が
ゆ
え
の
当
然
の
結
論

な
の
で
あ
る
。
血
友
病
の
人
達
は
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
症
以
外
に
も
血
友
病
や
Ｃ
型
肝

炎
な
ど
の
疾
患
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

た
め
多
彩
な
症
状
が
見
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
そ
れ
に
引
き
づ
ら
れ
て
Ｃ
Ｅ

Ｓ
│

Ｄ
で
測
定
す
る
と
精
神
健
康
が
悪

く
見
え
る
。
し
か
し
、
性
感
染
に
よ
る

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
で
は
そ
う
い
っ
た
他
の

疾
患
が
な
い
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
問
題
が

解
決
さ
れ
れ
ば
、
症
状
が
な
い
場
合
に
、

Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ
で
測
定
す
る
精
神
健
康
が

良
好
に
な
っ
て
い
る
様
に
見
え
る
。
つ

ま
り
こ
の
発
表
は
単
に
Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ
の

特
徴
を
発
表
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
何
も
し
な
か
っ

た
に
等
し
い
。

建
設
的
な
意
見
を
言
え
ば
、
最
低
で

も
多
変
量
解
析
を
行
い
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
│

Ｄ

ス
コ
ア
に
対
し
て
、
身
体
的
健
康
状
態

あ
る
い
は
症
状
数
を
調
整
し
た
上
で
の

平
均
値
を
出
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
統
計
的
な
無
理
解
と
誤

解
が
エ
イ
ズ
関
連
の
研
究
に
お
い
て
今

後
蔓
延
し
な
い
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。

（
う
え
き
た
か
よ
し
＝
以
下
「
う
」）
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﹇
特
別
講
演
（
公
開
講
座
）﹈

瀬
戸
内
寂
聴
「
愛
死
」

﹇
一
般
演
題
﹈

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
療
法
Ⅱ

●
こ
れ
ま
で
は
「
女
と
い
え
ば
母
子
感

染
」
で
し
た
が
、
今
回
は
「
女
性
」
と

い
う
独
立
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し

２
日
目

﹇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
８
﹈

女
性
と
エ
イ
ズ



た
。
大
き
な
変
化
と
喜
ぶ
一
方
で
、
こ

れ
ま
で
な
ぜ
関
心
が
あ
ま
り
は
ら
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い

も
あ
り
ま
す
。

個
々
の
発
表
は
面
白
か
っ
た
で
す

が
、
辛
口
の
感
想
を
い
え
ば
、「
女
性

と
し
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
」
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
の
治
療
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
上
で
女
性
と
い
う
対
象
が
抱
え
る

課
題
は
何
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
う
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
フ

ォ
ー
カ
ス
を
す
る
ほ
う
が
、
関
係
者
が

め
ざ
す
べ
き
ゴ
ー
ル
が
ク
リ
ア
ー
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
時
間
切
れ
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
各
プ
レ
ゼ
ン
も
、
他
の
一
般
演
題

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
ど
う
違
う
の
か
が
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

情
報
交
換→

議
論→

提
案→

実
践
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
学
会
で
は
議
論
と
い
う
ウ
チ
ワ
の

満
足
の
段
階
で
お
わ
ら
ず
、
社
会
や
関

係
者
に
提
案
で
き
る
よ
う
な
場
に
な
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
看
護
研
究

会
　
堀
成
美
＝
以
下
「
堀
」）

●
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
年
か
ら

始
め
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
今

ま
で
母
子
感
染
な
ど
を
通
し
て
し
か
注

目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
女
性
」
と
い

う
テ
ー
マ
が
、
今
回
の
学
会
を
通
し
て

始
め
て
表
舞
台
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
発
表
を

し
た
が
、
討
議
の
時
間
ま
で
取
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
残
念
で
あ
っ
た
。
発
表
内

容
は
、
若
者
の
保
健
行
動
と
性
差
、
セ

ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
予
防
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
女
性
陽
性
者
の
人
生

の
再
構
築
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
女
性
陽
性
者
の
経

験
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
、
座
長

を
務
め
ら
れ
た
北
山
翔
子
さ
ん
と
話
す

機
会
が
あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
に
対
す
る
偏
見
的
な
見
方
が
根
強

く
あ
る
な
、
と
思
っ
た
と
同
時
に
、
女

性
と
い
う
立
場
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
の
か
、
女
性
が
エ
イ
ズ
と
い
う
病

を
考
え
る
と
き
に
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
も
、
女
性
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
印
象
深
い
も
の
だ

っ
た
と
思
う
。

（
新
）

●
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
に
セ

ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
、
自
分

の
感
染
を
告
知
す
べ
き
か
、
ま
た
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
立
場
で
問
題
解
決
を
行
う
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
様
々
な
視

点
か
ら
考
え
る
非
常
に
興
味
深
い
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、

弁
護
士
、
倫
理
学
者
の
立
場
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
告
知
」
の
場
面

に
お
い
て
は
、
哲
学
的
・
倫
理
的
な
難

問
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
な

ど
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
パ
ー
ト
ナ
ー

告
知
」
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
も
お
こ
っ
て

お
り
、
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
の

よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

こ
の
問
題
は
、
単
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
臨
床
医
の
み
が
抱
え
込
む
問
題
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
感
染
者
自
身
の
生
き

方
の
問
題
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
問
題
と
も
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
、
様
々
な
問

題
を
研
究
者
に
提
起
し
た
、
興
味
深
い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
。

（
新
）

●
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
に
お
け

る
受
診
中
断
の
要
因
」（
１
８
１
）
は

判
別
分
析
を
用
い
て
、
受
診
中
断
の
要

因
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
発
表
で
あ

る
。
し
か
し
、
会
場
か
ら
の
指
摘
も
あ

っ
た
よ
う
に
、
典
型
的
な
統
計
的
な
誤

り
が
あ
っ
た
と
思
え
る
。

ま
ず
、
判
別
分
析
と
い
う
も
の
は
、

国
際
的
に
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
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／
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﹇
一
般
演
題
﹈

看
護



な
く
な
っ
て
い
る
化
石
の
よ
う
な
も
の

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
た
い
。
な
ぜ
な

ら
、「
あ
り
」「
な
し
」
の
２
値
が
説
明

変
数
で
あ
る
場
合
、
そ
の
両
者
の
比
が

１
に
近
く
な
い
限
り
、
２
項
分
布
を
正

規
分
布
と
読
み
か
え
る
こ
と
は
で
き

ず
、
判
別
分
析
は
意
味
が
な
い
と
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
百
歩
譲
っ
て
、
池
田
氏

の
発
表
内
容
を
聞
い
た
と
し
て
も
、
や

は
り
変
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
統
計
的
手

法
と
い
う
よ
り
は
、
分
析
に
対
す
る
池

田
氏
の
考
え
方
の
誤
り
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
池
田
氏
に
よ
れ
ば
、
受
診
中
断

の
要
因
と
し
て
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
、

家
族
へ
の
告
知
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
服
薬
開
始
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

３
つ
が
抽
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
３
つ
に

よ
り
９
割
以
上
が
説
明
さ
れ
る
と
し
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
の
分
析
が
明
ら
か

な
る
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
る
。

た
と
え
ば
、
晴
れ
の
日
で
あ
る
こ
と

を
、
空
の
雲
の
量
と
降
雨
の
有
無
で
説

明
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
う
す

る
と
、
空
の
雲
の
量
と
降
雨
の
有
無
の

２
つ
の
変
数
で
、
晴
れ
の
日
が
100
％
近

く
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
誤

り
は
、「
晴
れ
の
日
」
と
同
等
の
意
味

を
持
つ
「
空
の
雲
の
量
」
と
「
降
雨
の

有
無
」
と
い
う
２
つ
の
変
数
を
選
択
し

た
こ
と
に
よ
る
。

池
田
氏
の
報
告
も
ま
さ
に
同
じ
で
あ

る
。
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た

百
歩
譲
っ
た
と
し
て
も
、「
家
族
へ
の

告
知
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」「
服
薬

開
始
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
は
、
受
診

中
断
し
て
い
る
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

説
明
変
数
に
組
む
こ
む
こ
と
自
体
間
違

い
な
の
で
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
が
発
達
し
て
き

て
い
る
今
日
、
こ
う
い
う
誤
り
は
比
較

的
容
易
に
発
生
し
や
す
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ほ
ど
常
識
的
な
こ
と
に
気
づ
か
ぬ

彼
女
に
、
私
は
少
々
悲
し
い
も
の
を
感

じ
る
し
、
見
て
い
て
痛
々
し
く
も
感
じ

た
。ま

た
、
池
田
氏
自
ら
、「
医
療
者
の

患
者
に
対
す
る
態
度
で
受
診
中
断
の
有

無
は
影
響
を
受
け
る
」
と
発
言
し
た
よ

う
に
、
彼
女
自
身
が
報
告
の
中
で
、
自

ら
の
結
果
を
否
定
し
て
い
た
の
も
興
味

深
い
。
カ
ル
テ
だ
け
で
は
な
く
、
受
診

中
断
し
た
人
に
、
聞
き
取
り
調
査
を
す

る
の
が
、
本
来
の
研
究
の
あ
り
方
だ
ろ

う
。

（
う
）

●
動
く
ゲ
イ
と
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
会
（
ア

カ
ー
）
が
主
催
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
助
教

授
で
社
会
福
祉
学
博
士
で
あ
る
ジ
ョ
イ

ス
・
ハ
ン
タ
ー
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。

ハ
ン
タ
ー
博
士
は
同
性
愛
者
、
両
性

愛
者
の
青
少
年
の
た
め
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
予
防

普
及
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー

ス
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
任
で
あ

り
、
そ
の
他
、
同
性
愛
者
・
両
性
愛
者

の
青
少
年
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
・
プ
ロ

セ
ス
や
、
リ
ス
ク
・
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
と
の

関
係
に
つ
い
て
な
ど
の
研
究
も
行
っ
て

い
る
。

今
回
の
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

リ
ス
ク
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
に
関
す
る
先
行
研

究
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
ア
メ
リ
カ
で
の

実
践
的
活
動
と
理
論
面
と
の
関
係
な
ど

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
れ
か
ら

エ
イ
ズ
予
防
啓
発
に
関
わ
ろ
う
と
す
る

す
べ
て
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
非
常
に

有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

で
の
エ
イ
ズ
予
防
啓
発
に
関
す
る
研
究

状
況
が
明
快
に
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

研
究
は
、
ゲ
イ
・
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
他
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
の
様
々
な
予

防
介
入
に
も
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
と
い
う

考
え
方
が
日
本
で
も
浸
透
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
新
）
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ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら



●
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
っ
て
会
場
を
出

る
と
、
複
数
の
看
護
職
の
方
か
ら
「
本

当
に
あ
れ
で
い
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
た

て
続
け
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
疑
問
は
都
立
病
院
の
助
産
婦
が

発
表
し
た
ケ
ア
に
つ
い
て
の
発
表
に
つ

い
て
で
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
妊
婦
さ
ん
が
病

院
に
き
た
と
き
に
、
自
分
た
ち
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
戸
惑
う
医
療
者
は

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
探
し
ま
す
。
現
在

あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
根
拠
の
な
い
も

の
、
明
ら
か
に
妊
婦
や
ベ
ビ
ー
に
不
利

益
を
も
た
ら
す
内
容
が
あ
り
ま
す
。
○

○
病
院
が
や
っ
て
い
る
か
ら
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
書
い
て
あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ

と
だ
け
で
思
考
や
判
断
を
や
め
て
し
ま

っ
て
は
、
本
当
に
患
者
さ
ん
に
必
要
な

ケ
ア
は
提
供
で
き
な
い
と
私
は
感
じ
て

い
ま
す
。「
学
会
発
表
」
さ
れ
た
も
の

だ
か
ら
と
鵜
呑
み
に
し
な
い
批
評
的
態

度
を
も
つ
こ
と
も
、
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス

の
質
に
責
任
を
も
つ
も
の
の
課
題
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

（
堀
）

●
日
本
在
住
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
め
ぐ

る
状
況
に
つ
い
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
診
療
に
お
け
る
医
師
と
通
訳
の
連

携
に
つ
い
て
、
タ
イ
人
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者

と
婚
姻
を
め
ぐ
る
問
題
、
来
日
外
国
人

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
人
権
問
題
な
ど
に
つ

い
て
、
発
表
・
議
論
が
行
わ
れ
た
。
特

に
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
文
化
・

習
慣
の
違
い
に
よ
る
問
題
、
言
語
の
問

題
、
医
療
費
の
問
題
な
ど
で
あ
っ
た
。

現
場
で
働
く
医
師
や
看
護
婦
・
看
護

士
の
方
が
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
さ

れ
、
来
日
外
国
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を

取
り
巻
く
環
境
が
非
常
に
厳
し
い
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
問
題
と
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
と
い
う
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
が
、
財
政
的
な
問
題
や

文
化
・
習
慣
の
問
題
な
ど
、
な
か
な
か

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
が
多
い
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。
し
か
し
通
訳
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
今
後
の
活

躍
も
期
待
さ
れ
る
。

（
新
）

●
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
大
阪
の
こ
こ
数
年
間
の
取

り
組
み
の
紹
介
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
た
。
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
大
阪
と
は
ゲ

イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
エ
イ
ズ

予
防
啓
発
を
、
医
療
関
係
者
、
研
究
者
、

地
域
の
ゲ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
行
う
「
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
あ
る
。「
ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
２

０
０
０
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
と

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、
ア
ー
ト
展
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ｓ
Ｔ
Ｄ
に
関
す
る
勉
強
会
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
２
０
０
０

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
行
わ
れ

た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
の

予
防
介
入
は
日
本
で
初
め
て
で
あ
り
、

注
目
を
集
め
て
い
る
。

昨
年
は
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
東
京
も
発
足
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
に
よ
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
の
取
り
組
み
は
本

格
化
し
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
早

く
か
ら
こ
の
よ
う
な
介
入
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
「
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
日
本
型
の
も
の
と
し
て
動
い
て
い

る
。
海
外
と
の
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
比
較
は
、
個
人
的
に
は
興
味
を
ひ

く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
だ
出
発
し
た

ば
か
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
、

今
後
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成

功
さ
せ
て
い
く
に
は
、
や
は
り
ゲ
イ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
個
人
を
ど
れ
だ
け
取
り
込

め
て
い
く
の
か
が
、
成
功
の
鍵
と
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

（
新
）
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こ
れ
は
経
営
学
で
よ
く
語
ら
れ
る
こ

と
ら
し
い
が
、
従
事
者
の
満
足
度
が
高

く
な
い
と
、
利
用
者
の
満
足
度
は
高
く

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
医
師
や
看
護
婦
が
つ
か

れ
た
顔
を
し
て
応
対
し
て
く
れ
た
ら
、

治
る
も
の
も
治
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

し
、
さ
ら
に
休
み
は
ち
ゃ
ん
と
取
っ
て

い
る
の
か
な
、
と
か
余
計
な
心
配
ま
で

し
て
し
ま
う
。
プ
ロ
な
ら
言
わ
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
愚
痴
や
不
満
を
聞
い

て
あ
げ
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
従
事
者
の
不
満
が
癒
さ
れ
る
の

な
ら
、
そ
の
う
ち
自
分
に
返
っ
て
く
る

は
ず
で
あ
る
（
情
け
は
人
の
た
め
な
ら

ず
と
で
も
い
え
る
か
。
も
っ
と
も
そ
う

い
う
功
利
的
な
話
は
私
は
嫌
い
で
、
愚

痴
や
不
満
を
聞
い
て
あ
げ
る
の
は
お
互

い
に
よ
り
よ
い
も
の
を
作
り
上
げ
る
た

め
だ
と
思
い
た
い
が
）。

さ
て
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
患
者
さ

ん
の
幸
せ
を
自
分
の
幸
せ
と
し
て
感
じ

る
こ
と
は
、
大
い
な
る
自
分
の
満
足
で

あ
る
。
一
方
、
滅
私
奉
公
は
、
そ
れ
に

よ
っ
て
自
分
の
幸
せ
が
得
ら
れ
る
と
い

う
宗
教
的
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
ら
れ
れ
ば

別
か
も
し
れ
な
い
が
、
普
通
は
決
し
て

利
用
者
の
満
足
度
を
生
ま
な
い
。
だ
か

ら
、
こ
れ
だ
け
自
己
犠
牲
を
し
て
一
生
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「
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
満
足
は
、

従
事
者
の
満
足
か
ら
は
じ
ま
る
」

公
衆
衛
生
医
か
ら
の
エ
ッ
セ
ー

公
衆
衛
生
医
師

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｔ
Ａ

◆
従
事
者
の
満
足
度

巷
間
、
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
満
が

よ
く
語
ら
れ
る
。
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思

う
が
、
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
る
と
言
っ
た
観
点

で
日
々
の
仕
事
を
見
直
し
て
い
な
い
施
設
も
多
く
存
在

す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
、
そ
の
技
術
水
準
を
高
め
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
い
く
ら
従
事
者
の
技
術
レ
ベ
ル

が
高
く
て
も
、
に
こ
や
か
に
対
処
し
て
く
れ
な
け
れ
ば

あ
ま
り
満
足
感
は
高
く
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の

不
満
は
、
現
在
の
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
と

り
ま
く
構
造
的
な
問
題
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思

わ
れ
る
が
、
今
回
は
、
少
し
視
点
を
変
え
て
、
従
事

者
の
内
的
な
問
題
に
触
れ
て
み
た
い
。
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懸
命
や
っ
て
「
あ
げ
て
」
い
る
の
に
、

と
思
っ
て
い
る
間
は
お
互
い
に
満
足
度

を
高
く
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
こ
れ
は
反
論
も
あ
ろ
う
。

今
回
は
「
従
事
者
の
満
足
度
が
高
く
な

い
と
、
利
用
者
の
満
足
度
は
高
く
な
ら

な
い
」
が
一
応
「
正
し
い
」
と
し
て
論

じ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
）。

も
っ
と
も
、
一
生
懸
命
や
っ
て
も
応

え
て
く
れ
な
い
利
用
者
が
い
る
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
従
事
者
の
責
任

に
帰
す
の
は
ど
う
か
と
い
う
気
も
す

る
。
本
来
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
利
用
者
と
従
事
者
で
協
働
し
て
作
り

上
げ
る
も
の
で
、
一
方
的
に
与
え
与
え

ら
れ
る
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
医
療
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
は
、

民
法
上
契
約
関
係
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
か
ら
、
表
に
は
協
働
作
業
と
し
て
は

現
れ
て
こ
な
い
。

な
お
、
こ
の
逆
は
真
な
ら
ず
、
従
事

者
の
満
足
度
が
高
く
て
も
利
用
者
の
満

足
度
は
高
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
自

己
満
足
に
終
始
し
て
い
る
場
合
も
少
な

く
な
い
。

従
事
者
の
満
足
度
と
い
う
の
は
、
努

力
か
ら
生
ま
れ
る
の
は
当
た
り
前
で
あ

る
。
従
っ
て
、
努
力
し
な
い
従
事
者
は

論
外
、
辞
め
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
こ

と
に
な
る
が
、
努
力
が
報
わ
れ
な
い
と

言
う
環
境
が
存
在
し
て
い
る
場
合
も
少

な
か
ら
ず
あ
り
、
一
概
に
言
え
な
い
部

分
が
あ
る
。
た
だ
、
努
力
し
て
も
報
わ

れ
な
い
環
境
を
理
由
に
努
力
を
怠
る
こ

と
は
あ
ま
り
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
適
当
に
憂
さ
を
晴
ら
し
て
、
憂
さ

を
晴
ら
し
た
あ
と
の
む
な
し
さ
を
ご
ま

か
さ
ず
に
「
味
わ
う
」
こ
と
が
、
明
日

へ
の
努
力
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

人
間
の
欲
望
と
い
う
の
は
果
て
し
な

い
も
の
で
、
不
満
を
言
っ
て
も
し
か
た

が
な
い
部
分
が
あ
る
。
何
を
も
っ
て
満

足
す
る
の
か
と
言
う
こ
と
を
述
べ
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
。
人
に
よ
っ
て
も

満
足
度
の
し
き
い
値
は
違
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
た
だ
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な

こ
と
が
だ
い
た
い
満
足
度
を
高
め
る
た

め
の
条
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

・
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る

待
遇
面
で
あ
る
。
給
料
が
低
い
と
か
、

カ
ッ
ト
さ
れ
た
な
ど
と
言
う
こ
と
は
大

き
く
満
足
度
を
下
げ
る
。
さ
ら
に
、
待

遇
面
で
気
を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
自
分
よ
り
仕
事
を
し
な

い
人
が
自
分
よ
り
待
遇
が
よ
い
と
い
う

こ
と
は
、
大
き
な
不
満
を
も
た
ら
す
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
年
功
序
列
型
の
組

織
や
、
特
定
の
階
層
が
大
き
な
裁
量
を

持
っ
て
い
る
よ
う
な
組
織
で
見
ら
れ
や

す
い
。

も
っ
と
も
、
不
満
を
感
じ
て
い
る
従

事
者
が
、
な
ぜ
あ
の
人
の
方
が
待
遇
が

よ
い
の
か
、
と
思
っ
て
も
、
周
り
は
そ

れ
が
妥
当
だ
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
難
し
い
。
待
遇
の
差
の
妥

当
性
を
納
得
し
た
形
で
見
せ
て
い
な
い

わ
け
で
、
一
般
に
は
管
理
責
任
に
帰
さ

れ
る
部
分
が
あ
る
。

・
本
来
の
使
命
を
見
失
う
と
き
は
満

足
度
が
低
く
な
る

こ
れ
の
一
つ
は
慣
れ
で
あ
る
。
仕
事

に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
し
ば
し
ば
日
常

的
な
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
が
無
味
乾
燥
な

も
の
に
移
り
変
わ
っ
て
ゆ
く
。

も
う
一
つ
大
き
な
こ
と
は
、
仕
事
内

容
を
限
定
、
あ
る
い
は
今
ま
で
よ
り
も

狭
小
化
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

努
力
が
無
駄
に
な
る
経
験
を
し
た
場

合
。
燃
え
尽
き
症
候
群
と
で
も
言
え
る

が
、
た
ぶ
ん
、
時
に
は
努
力
の
仕
方
の

ど
こ
か
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

多
く
は
努
力
と
い
う
も
の
は
報
わ
れ
な

い
も
の
な
の
で
あ
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

◆
何
を
も
っ
て
満
足
は
う

ま
れ
る
か
？
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私
見
で
は
１
０
０
の
う
ち
３
か
ら
５
ぐ

ら
い
し
か
報
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
。
そ
れ
で
も
ひ
た
む
き
に
努
力
を
続

け
る
人
は
尊
敬
を
う
け
、
い
ず
れ
満
足

を
手
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
生
か
け
て
も
無
理
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
う
い
う
人
に
私
は
な
り
た
い
。

自
分
を
見
つ
め
直
す
に
は
、
い
く
つ

か
の
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
。

何
か
、
自
分
に
欠
け
て
い
る
も
の
を

見
つ
め
直
す
の
も
方
法
の
一
つ
だ
ろ

う
。自

分
の
存
在
意
義
、
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
な
に
か
の
方
法
を
見

つ
け
る
の
も
方
法
の
一
つ
だ
ろ
う
。

心
を
癒
す
の
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
。い

ず
れ
に
し
て
も
余
裕
を
持
つ
こ
と

が
条
件
で
あ
る
。

そ
れ
は
実
は
と
て
も
努
力
を
要
す
る

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

か
く
い
う
私
も
、
明
確
な
答
え
を
も

て
な
い
。
そ
れ
は
、
私
も
自
分
を
見
つ

め
直
す
余
裕
を
十
分
に
も
て
な
い
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
気
持

ち
を
忘
れ
た
と
き
、
自
分
の
満
足
度
が

そ
こ
ね
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い

る
。そ

う
い
う
意
味
で
は
、
今
回
の
原
稿

は
自
分
へ
の
戒
め
で
も
あ
る
。

JIN
N

TA
/

公
衆
衛
生
医
師

e
-m

a
il:jin

n
ta

#
k

m
s

.a
c

.jp

hom
epage:http://w

w
w

3.

justnet.ne.jp/~
jinnta/

◆
自
分
を
見
つ
め
直
す
余

裕
を
も
て
る
か
？

あなたにしかできないことを、そして
あなたにもできることをお手伝いください

ライフ・エイズ・プロジェクト（LAP）は「HIV感染者・患者のためのサポートグループ」とし
て、93年2月に発足しました。以来、感染者・患者のための宿泊、休憩施設「PHAシェルター」の
運営をはじめ、電話相談、バディ活動、交流会、ニュースレターの発行、勉強会・研修会の開催な
どの活動を行っています。

LAPではこうした私たちの活動を支援してくださる「会員」を募集しています。会員制度は、
LAPの活動を維持し、できる限りの支援活動をしていくための人と資金を確保するための制度です。
会員の皆様にはニュースレターや勉強会・研修会等の各種資料をお届けいたします。まだ会員の登
録をされていない方はぜひ、希望する会員の種類とお名前、ご住所をお書きの上、郵便振替でお申
し込み下さい。

個人会員（維 持） 年会費 5,000円（一口。何口でも可）
個人会員（一 般） 年会費 3,000円
個人会員（学 生) 年会費 2,000円（但し、相談に応じます）
団体会員（営 利） 年会費 30,000円
団体会員（非営利) 年会費 10,000円（但し、相談に応じます）
資料送付料（非会員) 年 間 3,000円以上

振込先： 郵便振替 00290-2-43826
口座名義 LIFE AIDS PROJECT

お問い合わせは 〒100-8691東京中央郵便局私書箱490号 ＬＡＰまで
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カウンセリング

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
及
び
エ
イ
ズ
患
者
へ

の
心
理
的
援
助
の
一
環
と
し
て
派
遣
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
て
今
年
で
４

年
目
を
む
か
え
、
こ
の
間
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療

を
取
り
巻
く
現
状
は
大
き
く
変
化
し
、
そ

れ
に
伴
っ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
在
り
方

も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、
エ
イ
ズ
問
題
に
お
け
る
臨

床
心
理
士
の
具
体
的
な
動
き
や
、
今
後
の

活
動
方
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
」
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、
臨
床
心
理
士
、
心
理

職
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
関
心
の
あ
る
医
師
、
看
護
婦
、

保
健
婦
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
、
医
療
保
健
福
祉
従
事
者
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
１
５
０
人
近
く
の
方
が

集
ま
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
ま
ず
、
国
立
名
古

屋
病
院
の
山
中
克
郎
先
生
に
よ
る

最
新
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
に
関
し
て
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
最
新
の
治
療
薬

な
ど
、
山
中
先
生
の
お
人
柄
が
う

か
が
え
る
、
と
て
も
わ
か
り
や
す

い
説
明
で
し
た
。

次
に
、「
私
の
人
生
を
変
え
た

こ
の
病
気
」
と
い
う
フ
リ
ー
ト
ー

ク
で
、
感
染
者
の
方
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ご
自
分
の
体
験
や
、

名
古
屋
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
取
り
巻
く
環
境
な

ど
、
東
京
で
活
動
し
て
い
る
私
に
は
、
名

古
屋
と
い
う
都
市
で
あ
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

偏
見
や
差
別
が
あ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る

認
識
の
格
差
な
ど
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

名
古
屋
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
な
ど
に
も
触

れ
、
サ
ポ
ー
ト
体
勢
の
確
立
も
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

一
日
目
の
最
後
は
桃
山
学
院
大
学
の
小

西
加
保
留
先
生
に
よ
る
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
医
療
に

お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と

職
種
間
連
携
に
つ
い
て
」
の
講
演
で
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
臨
床
心
理

士
と
の
連
携
に
つ
い
て
な
ど
、
普
段
あ
ま

り
表
出
し
な
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

役
割
が
実
は
大
変
重
要
な
所
で
活
躍
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
分

科
会
が
行
わ
ま
し
た
。

「
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
服
薬
援
助
に
お
け
る
臨

床
心
理
士
の
役
割
を
考
え
る
」
で
は
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
桑
原
健
さ
ん
、
司
会
仲
倉

高
広
さ
ん
に
よ
る
服
薬
指
導
の
目
的
、
抗

Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
特
徴
、
国
立
大
学
病
院
に
お

け
る
服
薬
援
助
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

「
滞
日
外
国
人
感
染
者
支
援
に
お
け
る

臨
床
心
理
士
の
役
割
を
考
え
る
」
で
は
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
菊
池
恵
美
子
さ
ん
、
話

題
提
供
者
榎
本
て
る
子
さ
ん
、
司
会
古
谷

野
淳
子
さ
ん
に
よ
る
、
滞
日
外
国
人
感
染

者
の
状
況
や
心
理
職
と
の
関
わ
り
、
心
理

の
立
場
か
ら
医
療
現
場
に
提
言
で
き
る
事

な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
経
験
者
の

ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
」
で
は
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
矢
永
由
里
子
さ
ん
、
司
会
山
中

京
子
さ
ん
に
よ
る
、
事
例
検
討
、
参
加
者

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

「
将
来
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

担
う
た
め
に
〜
新
人
研
修
（
院
生
等
）
〜
」

で
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
森
田
真
子
さ
ん
、

司
会
松
本
智
子
さ
ん
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
役
割
や
目
的
な
ど
の
話
が

あ
り
、
そ
の
後
、
全
体
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
医
療
の
連
携
」
と
い
う
の
が
、

全
体
的
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
医
者
、
看
護
婦
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
心
理
職
、
薬
剤
師
及
び
患
者
を
含

め
た
、
よ
り
よ
い
生
き
方
へ
の
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
立
場
か
ら
、
こ
の

「
チ
ー
ム
医
療
」
に
ど
の
様
な
形
で
関
わ

れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
課
題
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

﹇
Ｏ
Ｆ
﹈

チーム医療にカウンセリングが果たす役割

「第８回日本ＨＩＶカウン
セリング・ワークショッ
プ」
2000年10月28日・29日、愛知県名古屋市の中京大学セ
ンタービルにて日本臨床心理士会主催の第8回日本HIV
カウンセリング・ワークショップが開催され、臨床心
理士の今後の活動方向について検討がなされた。



２
０
０
０
年
12
月
２
日
（
土
）、
３

日
（
日
）
の
両
日
、
名
古
屋
市
で
日
本

性
感
染
症
学
会
第
13
回
学
術
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
学
術
大
会
で

は
、
市
民
公
開
講
座
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
講
演
の
ほ
か
に
、
一
般
演
題
と

し
て
50
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
総

会
員
数
９
０
０
名
余
り
、
出
席
者
３
０

０
名
余
り
の
小
規
模
な
学
会
で
す
が
、

各
演
者
に
対
し
て
フ
ロ
ア
か
ら
は
「
そ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
10
年
前
に
盛
ん

に
議
論
さ
れ
、
既
に
一
応
の
結
論
が
出

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
、
改
め
て

取
り
上
げ
る
理
由
は
何
か
。」、「
こ
の

テ
ー
マ
に
お
け
る
抗
体
検
査
の
目
的
は

何
か
。
抗
原
検
査
を
す
べ
き
で
、
抗
体

検
査
は
無
意
味
で
は
な
い
か
。」
等
々
、

手
厳
し
い
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
か
な
り

盛
り
上
が
っ
た
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
症
へ
の
医
師
の
関
心
が
薄
れ
、
Ｔ

Ｐ
Ｈ
Ａ
（
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
特
異
抗

体
。
梅
毒
感
染
の
既
往
を
示
す
。）
と

Ｓ
Ｔ
Ｓ
（
カ
ル
ジ
オ
ラ
イ
ピ
ン
抗
体
。

梅
毒
の
程
度
を
示
す
。）
の
違
い
が
分

か
ら
ず
、
梅
毒
の
診
断
さ
え
で
き
な
い

医
師
が
少
な
く
な
い
中
で
、
感
染
症
の

中
で
も
マ
イ
ナ
ー
な
性
感
染
症
に
情
熱

を
注
ぐ
人
た
ち
の
熱
い
思
い
を
見
た
思

い
が
し
ま
し
た
。

さ
て
、
一
般
演
題
50
題
の
内
、
３
題

が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
関
連
で
し
た
の

で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介

し
ま
す
。

48

差
分
方
程
式
で
表
現
さ

れ
た
ク
ラ
ミ
ジ
ア
罹
患
率
と

Ｈ
Ｉ
Ｖ
罹
患
率
と
の
数
学
的

関
係

菊
地
宏
久
　
東
京
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
国
際
保
健
計
画

学

ク
ラ
ミ
ジ
ア
罹
患
率
の
過
去
の
変
遷

と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
罹
患
率
の
今
後
の
変
遷
を

関
連
付
け
、
差
分
方
程
式
を
用
い
た
数

学
的
な
モ
デ
ル
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
罹
患
率
の
将
来
予
測
を

し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
余
り
に
も

突
拍
子
も
な
い
発
想
な
の
で
、
正
直
に

言
っ
て
、
こ
う
し
た
考
え
が
妥
当
な
の

か
ど
う
か
、
僕
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
、
演
者

も
世
界
初
の
試
み
と
答
え
て
い
ま
し
た

か
ら
、
評
価
が
定
ま
る
の
は
、
か
な
り

先
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
日
本
人
の
ク
ラ

ミ
ジ
ア
罹
患
率
の
現
在
に
お
け
る
差
異

を
日
本
人
が
１
９
０
８
年
に
ブ
ラ
ジ
ル

に
移
住
を
始
め
た
後
の
種
々
の
要
因
に

よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
と
仮
定
し

て
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
定
数
μ
と
し
て

表
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
理
解
で
き

ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
、
ど
う
し
て
Ｈ

Ｉ
Ｖ
罹
患
率
に
結
び
付
く
の
か
と
い
う

こ
と
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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名
古
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
熱
い
思
い

日
本
性
感
染
症
学
会
第

回

学
術
大
会
に
参
加
し
て

日
本
性
感
染
症
学
会
会
員
　
福
田
　
光

１３



ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
流
行
し
て
い
る
地
域

で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
を
含
む
性
感
染
症

が
流
行
し
て
い
る
一
方
で
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
罹
患
率
の
低
下
し
て
い
る
地
域
で
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
流
行
も
収
ま
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
の
は
、
一
般
的
な
傾
向
と

し
て
、
性
感
染
症
の
流
行
は
疾
病
の
種

類
に
よ
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
理
解
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
の
ク
ラ
ミ
ジ

ア
罹
患
率
の
変
遷
か
ら
、
将
来
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
罹
患
率
の
変
遷
が
予
測
で
き
る
と
言

う
の
は
、
ど
う
も
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し

ま
す
。

49

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
Ｓ
Ｔ

Ｄ
罹
患
状
況

大
里
和
久
　
大
阪
府
立
万
代
診

療
所

性
感
染
症
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
も
有

名
な
万
代
診
療
所
を
訪
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
を
対
象
と
し
て
、
梅
毒
、
ク
ラ
ミ

ジ
ア
、
Ｂ
型
肝
炎
（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
）、
Ｃ
型

肝
炎
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）、
成
人
Ｔ
細
胞
白
血

病
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
│

１
）、
ア
メ
ー
バ
赤
痢

の
抗
体
、
抗
原
等
の
有
無
を
調
べ
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
と
他
の
性
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）

と
の
相
関
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

結
論
と
し
て
は
、
梅
毒
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
と
の
関
連
が
強
い
と
い
う
も
の
で
し

た
が
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢

に
つ
い
て
も
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
40
％

余
り
が
抗
体
を
保
有
し
て
お
り
、
万
代

診
療
所
を
訪
れ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
性

感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
比
較
的
閉
鎖

さ
れ
た
集
団
の
一
部
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
Ａ
型
肝

炎
の
抗
体
検
査
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
抗
体
保
有
率
が
か
な

り
高
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
抗
体
陽
性
が
30
％
余

り
な
の
に
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
陽
性
が
９
％

程
度
と
い
う
こ
と
は
、
Ｃ
型
肝
炎
の
性

感
染
症
と
し
て
の
感
染
力
が
弱
い
と
い

う
こ
と
を
示
す
一
方
で
、
決
し
て
０
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
示
し
て

お
り
、
注
意
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
口
腔

咽
頭
所
見

余
田
敬
子
　
東
京
女
子
医
科
大

学
付
属
第
二
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

こ
の
演
題
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
見
ら

れ
た
口
腔
カ
ン
ジ
ダ
症
等
を
紹
介
し
、

口
腔
咽
頭
に
カ
ン
ジ
ダ
症
を
疑
わ
せ
る

病
変
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
同
時
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
疑
う
必
要
が
あ
る
こ
と

を
示
し
た
も
の
で
す
。
一
般
に
咽
頭
か

ら
カ
ン
ジ
ダ
が
検
出
さ
れ
て
も
、
何
も

症
状
が
無
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
は
カ
ン
ジ

ダ
症
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
の
場
合
に
は
、
同
時
に
カ
ン

ジ
ダ
症
を
疑
わ
せ
る
白
苔
等
の
所
見
が

現
れ
る
の
で
、
逆
に
嗄
声
、
口
腔
内
違

和
感
、
摂
食
障
害
、
前
頚
部
痛
等
の
症

状
が
あ
れ
ば
、
カ
ン
ジ
ダ
症
等
と
同
時

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
も
疑
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
の
演
題
の
中
で
、

口
腔
咽
頭
に
梅
毒
が
感
染
し
、
発
症
し

た
患
者
の
場
合
、
同
時
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感

染
し
て
い
る
可
能
性
も
高
い
の
で
、
診

療
上
、
注
意
が
必
要
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
口
腔
咽
頭
へ
の
梅
毒
感
染

が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
リ
ス
ク
を
直
接
的
に

高
め
る
か
否
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
活
発
な
性
行
動
等
が
梅
毒
と
Ｈ

Ｉ
Ｖ
の
同
時
感
染
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
腔
咽
頭
梅
毒
の
感
染
経
路

と
し
て
は
、
異
性
間
性
交
渉
が
多
く
、

ま
た
、
女
性
か
ら
男
性
へ
の
感
染
も
少

な
く
な
い
こ
と
を
示
す
発
表
も
あ
り
ま

し
た
。
口
腔
咽
頭
へ
の
梅
毒
感
染
と
し

て
は
、
フ
ェ
ラ
チ
オ
に
よ
る
男
性
の
ペ

ニ
ス
か
ら
女
性
ま
た
は
男
性
の
口
腔
咽

頭
へ
と
い
う
経
路
だ
け
で
な
い
点
に
注

意
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

﹇
福
田
　
光
﹈
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Personal Health
Center （PHC）

■URL
http://www.mars.dti.

ne.jp/~frhikaru/



LAP NEWSLETTER Vol.31 18

プライバシー権の
概念とその限界

草田央

草田コラム

エイズと対になる言葉の一つに「差別・偏見」がある。そして、その差別・偏

見と対になる法律概念の一つに「プライバシー権」があるように思う。

実際、エイズをめぐる裁判では、必ずといってよいほどプライバシー権の主張

がある。感染者やエイズ関連NGO等は、声高にプライバシー権を叫んでいるわけ

だ（その割に噂話が好きで、他人のプライバシーに無頓着だけど）。一方、新し

い感染症予防法は、プライバシーに配慮しすぎたため、疫学的信頼性も低く機能

していないとの批判もある。せっかく獲得した障害者認定も、プライバシーの漏

洩を“おそれ”、十分活用できていないケースも多いと聞く。プライバシー権の概

念が明確に把握できていないため、混乱が生じているのではないかと思ったのだ。

けれども我が国では、今のところプライバシー権を明確に定義した法律は存在

しない。その概念も、時代とともに変化していくものに過ぎない。さらに、個人

情報保護基本法案が検討されており（これを皆さんが読まれているころには成立

しているかもしれない）、議論百出の状況だ。とてもじゃないが、今までのように

断言調で文章を書く自信がない。まぁ、参考程度に読んでもらえればと思う。

プライバシー権の
概念とその限界

草田央



プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
一
九
世

紀
末
の
ア
メ
リ
カ
で
不
法
行
為
上
の
観

念
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。

古
典
的
に
は
「
ひ
と
り
で
放
っ
て
お

い
て
も
ら
う
権
利
」（the

right
to

be

let
alone

）
と
か
「
個
人
の
私
生
活
が

み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
権
利
」
と
定

義
さ
れ
る
。
自
分
の
領
域
に
対
す
る
干

渉
を
排
除
し
、
公
開
を
拒
絶
で
き
る
権

利
で
あ
る
。
た
と
え
ば
無
断
検
査
な
ど

は
、
身
体
領
域
に
対
す
る
不
当
な
介
入

と
し
て
、「
ひ
と
り
で
放
っ
て
お
い
て

も
ら
う
権
利
」
の
侵
害
と
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
情
報
化
社
会
の
到
来
で

あ
る
。
医
療
情
報
に
関
し
て
言
え
ば
、

医
師
の
守
秘
義
務
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

誓
い
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
医
師
と
患
者
の
一
対
一
の
関
係

性
だ
け
で
医
療
が
成
り
立
っ
て
い
た
時

代
は
、
そ
れ
で
も
良
か
っ
た
が
、
近
代

化
に
と
も
な
っ
て
、
そ
う
も
い
か
な
く

な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
健
康
保
険
な

ど
、
医
療
情
報
の
開
示
な
く
し
て
は
成

立
し
な
い
の
だ
。
検
査
も
同
意
し
た
。

健
康
保
険
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
の
医
療
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
も

理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
領

域
に
対
す
る
不
当
な
干
渉
は
存
在
し
な

い
。
伝
統
的
な
意
味
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
の
放
棄
は
、
合
理
化
や
利
便
性
・

経
済
性
な
ど
の
代
償
と
し
て
避
け
ら
れ

な
い
と
こ
ろ
な
の
だ
。
と
同
時
に
、
昔

な
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
公
開
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
、
せ
い
ぜ
い
近
所
の
う
わ
さ
に

な
る
程
度
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
が
、
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通

じ
て
、
世
界
中
に
流
れ
て
し
ま
う
危
険

性
す
ら
生
じ
る
事
態
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
概
念

が
発
展
し
「
自
己
に
関
す
る
情
報
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
」
と
す
る
学
説

が
主
流
と
な
っ
て
き
た
（
必
ず
し
も
判

例
上
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ

う
に
思
う
）。
た
と
え
自
分
の
領
域
外

に
あ
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
自

分
に
関
す
る
情
報
な
ら
ば
、
そ
れ
を
監

視
し
監
督
し
管
理
す
る
権
限
を
有
し
て

い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
自
分
の

医
療
情
報
の
目
的
外
使
用
を
制
限
し
た

り
、
誤
り
を
訂
正
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
自
己
の
私
生

活
上
の
事
柄
に
つ
い
て
、
自
分
で
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
」
と
す
る
学

説
も
登
場
し
て
い
る
。
前
記
の
情
報
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
権
が
『
管
理
』
に
重
き
を

置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
自

律
的
な
自
己
決
定
権
を
重
視
し
て
い

る
。と

、
こ
ん
な
解
説
を
書
い
て
い
る
と
、

よ
け
い
権
利
意
識
に
目
覚
め
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
は
そ
う
甘
く

な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
阻
却
さ
れ

る
（
却
下
さ
れ
る
）
ケ
ー
ス
が
、
多
々

あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
代
表
と
も
言
え
る

の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
公
共
の
利
益
」
と

い
う
ヤ
ツ
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
保
護
条
約
第
八
条

19 LAP NEWSLETTER Vol.31

草田コラム

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
公
共

の
利
益
は
対
立
概
念

十
九
世
紀
末
か
ら
発
展
し

て
き
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

ＬＡＰホットライン
エイズ電話相談
03-5685-9644 毎週土曜日16時～19時
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第
一
段
は
「
何
人
も
、
私
生
活
及
び
家

族
生
活
、
住
居
及
び
通
信
を
尊
重
さ
れ

る
権
利
を
有
す
る
」
と
し
て
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
認
め
て
い
る
。
が
、
第
二
段

で
は
「
こ
の
権
利
の
行
使
に
対
す
る
公

的
機
関
に
よ
る
介
入
は
、
そ
れ
が
法
律

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
若

し
く
は
そ
れ
が
民
主
的
社
会
に
お
い

て
、
国
の
安
全
、
国
の
健
全
な
経
済
、

秩
序
の
防
衛
及
び
刑
事
犯
罪
の
予
防
、

健
康
若
し
く
は
道
徳
の
保
持
又
は
他
人

の
権
利
及
び
自
由
の
保
障
の
た
め
に
必

要
な
措
置
を
行
う
と
き
」
に
は
、
第
一

段
で
規
定
し
た
権
利
に
対
す
る
制
約
が

可
能
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

行
政
（
公
共
の
利
益
）
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
の
対
立
は
、
神
戸
や
高
知
の
エ

イ
ズ
パ
ニ
ッ
ク
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
マ
ス
コ
ミ
も
、
い
わ
ゆ
る
国

民
の
「
知
る
権
利
」
に
こ
た
え
る
た
め

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
へ

の
介
入
を
行
な
っ
た
わ
け
だ
。

逆
に
、
行
政
の
不
介
入
へ
の
理
由
付

け
と
し
て
、
行
政
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
薬
害
エ
イ
ズ
の
原
告
本
人
が
行

政
に
対
し
て
被
害
実
態
調
査
の
要
請

（
ぜ
ひ
ウ
チ
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
）

を
行
な
っ
た
際
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
」
と
答
弁
し
た

官
僚
が
い
た
。
笑
い
話
の
よ
う
な
ホ
ン

ト
の
話
だ
。
行
政
側
が
何
も
し
な
い
こ

と
の
理
由
付
け
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
日
常
化

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

神
戸
や
高
知
の
エ
イ
ズ
パ
ニ
ッ
ク
を

も
た
ら
し
た
行
政
の
介
入
は
悪
し
き
前

例
だ
が
、
行
政
の
介
入
が
い
つ
も
悪
い

と
ば
か
り
は
限
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
工
場
で
の
健
康
被
害
を
調
査
し
よ

う
と
し
た
行
政
機
関
が
、
会
社
側
の
従

業
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
盾
に
し
た

拒
絶
に
あ
う
と
い
う
事
例
も
存
在
す

る
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
と
公
共
の
利
益
は
対
立
概
念
だ
と
い

う
こ
と
は
、
お
さ
え
て
い
て
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

自
律
の
概
念
の
一
つ
で
あ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
は
、
小
さ
な
政
府
を
志
向
し
て

い
る
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
を
主
張
し
な

が
ら
、
福
祉
の
充
実
な
ど
行
政
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
（
大
き
な
政
府
）
を
要
求

す
る
の
は
、
論
理
矛
盾
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。

情
報
公
開
な
ど
の
「
知
る
権
利
」
と

の
対
立
も
、
大
き
な
争
点
で
あ
ろ
う
。

行
政
の
文
書
に
だ
っ
て
、
個
人
名
（
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
文

書
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
ど
こ
ま
で
の
個

人
情
報
な
ら
公
開
の
対
象
に
し
、
ど
こ

ま
で
な
ら
非
公
開
か
の
議
論
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ズ
だ
。
実
際
、
薬
害

エ
イ
ズ
で
の
行
政
文
書
だ
っ
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
盾
に
提
出
を
拒
ま
れ
て
き

た
し
、
公
開
さ
れ
た
文
書
に
は
多
く
の

ス
ミ
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
公
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
が
制
限
さ
れ
る
と
の
論
点
も
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
情
報
公
開
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
の
保
護
は
対
立
概
念
で
あ
る

こ
と
は
お
さ
え
て
お
き
た
い
。
や
み
く

も
に
、
あ
る
と
き
は
情
報
公
開
を
要
求

し
、
あ
る
と
き
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の

保
護
を
主
張
す
る
の
で
は
、
論
理
矛
盾

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
情
報
公
開
も
自

律
の
た
め
の
手
法
と
考
え
れ
ば
、
ど
ち

ら
も
目
的
は
一
緒
で
時
代
の
流
れ
と
も

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
概
念
の
整
理
は
必
要
だ
ろ
う
。

新
し
く
制
定
さ
れ
た
感
染
症
予
防
法

は
、
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
法
律
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
前
述
の
言
に
従
え
ば
、
公
共
の

利
益
が
制
限
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
と

言
っ
た
ら
、
言
い
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。
特

定
感
染
症
予
防
指
針
で
は
「
エ
イ
ズ
発

生
動
向
調
査
の
強
化
」
と
し
て
「
法
に

基
づ
く
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
分
析

と
同
意
の
上
で
行
わ
れ
る
病
状
に
変
化

を
生
じ
た
事
項
に
関
す
る
報
告
で
あ
る

任
意
報
告
に
よ
る
情
報
の
分
析
も
強
化

す
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
が
、

情
報
公
開
な
ど
の
「
知
る

権
利
」
と
の
対
立
も
争
点

便
益
の
確
保
の
た
め
に
ど

こ
ま
で
開
示
す
る
か
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そ
の
よ
う
な
強
化
が
な
さ
れ
た
と
の
話

は
聞
か
な
い
。
む
し
ろ
、
発
生
動
向
調

査
の
信
頼
性
は
著
し
く
低
下
し
て
い
る

と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。ど

こ
ま
で
の
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に

（
ま
た
、
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
の
排
除
な

ど
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た

め
）
ど
こ
ま
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
制
限

す
る
の
か
（
し
な
い
の
か
）
に
つ
い
て

の
議
論
は
な
い
。
議
論
が
な
い
の
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
の
明
確
な

規
定
も
線
引
き
も
な
い
。
そ
の
結
果
、

感
染
者
は
自
分
た
ち
の
医
療
情
報
の
利

用
（
開
示
）
に
不
安
を
感
じ
、
腰
が
ひ

け
た
疫
学
調
査
は
、
ど
ん
ど
ん
役
立
た

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
て
い
る
気
が

す
る
の
だ
。

新
し
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
障
害
者
福
祉
に
お
い
て

も
、
そ
の
運
用
に
は
、
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

印
象
が
あ
る
。
実
際
、
過
去
に
障
害
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
漏
洩
さ
れ
た
と
い

う
事
例
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
感
染

者
自
ら
が
望
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
漏
洩
へ

の
疑
心
暗
鬼
は
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
だ
。
な
ら
ば
、
ど
こ
が
不
安

に
感
じ
る
点
な
の
か
と
い
っ
た
、
よ
り

良
い
制
度
改
正
等
へ
努
力
す
る
な
ら
と

も
か
く
、
少
し
で
も
不
安
が
あ
る
か
ら

『
ダ
メ
』
の
烙
印
を
押
し
て
し
ま
う
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
完
全
な
保
護
と
福
祉

な
ど
と
い
う
の
は
、
両
立
す
る
は
ず
は

な
い
の
だ
。
ど
こ
ま
で
の
便
益
の
提
供

を
受
け
、
そ
の
た
め
に
ど
こ
ま
で
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
開
示
す
る
か
、
と
い
っ

た
議
論
（
規
定
）
が
必
要
な
の
に
、
こ

ち
ら
も
そ
う
し
た
議
論
は
出
て
こ
な

い
。検

討
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
保
護
基

本
法
案
は
、
民
間
事
業
者
に
ば
か
り
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
強
制
し
、
肝
心

の
公
的
機
関
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
と
の
批
判
が

あ
る
。
医
療
情
報
に
つ
い
て
も
規
定
さ

れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
。

あ
い
ま
い
な
も
の
を
あ
い
ま
い
な
ま

ま
に
し
て
お
く
の
が
日
本
流
な
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
も
そ
ろ
そ
ろ
限
界

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
昨
今
の
状

況
だ
ろ
う
。

あ
い
ま
い
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
お
そ

れ
が
生
じ
、
躊
躇
が
起
き
る
。
な
に
も

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
か
公
共
の
福
祉
か
情

報
公
開
か
と
い
う
ゼ
ロ
か
百
か
と
い
う

議
論
を
す
べ
き
と
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
そ
の
調
和
を
図
る
た
め
に
も
線

引
き
が
必
要
だ
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

に
つ
い
て
も
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
う
次
第
だ
。

私
に
対
し
「
あ
い
つ
は
ホ
モ
だ
」
と

い
う
誹
謗
中
傷
が
な
さ
れ
た
時
期
が
あ

っ
た
。
そ
れ
を
直
接
聞
い
た
私
の
友
人

は
「
そ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
だ
」

と
抗
議
し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
私

は
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
る
…
（
苦

笑
）。﹇

草
田
　
央
﹈

http
://w

w
w

.t3.rim
.or.jp

/~aid
s/

調
和
を
図
る
た
め
に
も
線

引
き
が
必
要
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○エイズ予防で、女生徒ミニ禁止
7月20日・読売新聞
アフリカ南部のスワジランドで、エイズ予防対策のため、来年から学校で女子生徒のミニスカート着用が禁止される
ことになった。同国からの報道によると、生徒が挑発的な服装で教師を誘惑する例が多く、政府当局者は、教師と生徒
が“不適切な関係”に陥るのを防ぐための措置だという。来年から、十歳以上の女子生徒はひざ丈より長いスカートの
着用を義務付けられ、違反者は退学処分になる。

○国内の献血血液のHIV検査の陽性率、HIV感染の実態からすると西欧の約13倍
8月23日・毎日新聞（大阪）
国内の献血で集められた血液（献血血液）のHIV（エイズウイルス）検査の陽性率は、HIV感染の実態からすると西
欧の約13倍であることが、京都大大学院医学研究科の木原正博教授（国際保健学）らの研究で分かった。保健所でHIV

検査を受ける人がピーク時（1992年）の約4割に減っており、検査目的のために献血する人の増加が予想される。木原
教授らはHIV検査が献血並みに気軽に受けられる施設を設けるよう国などに求めている。
調査したのは木原教授と神奈川県衛生研究所の今井光信・ウイルス部長、東京女子医大病院輸血科の清水勝教授。3

人は、厚生省や国連が発表した1997年の国内と西ヨーロッパ19カ国の献血血液の陽性率と、国民感染率から分析した。
その結果、日本の感染率は人口（15～49歳）10万人当たり10人で、西欧（690～20人）に比べて低いが、献血血液
の陽性率は日本（10万人あたり0・9人）と西欧（同1・05人）で大差がなかった。これらのデータから、献血血液の
陽性率の指数は、日本90、西欧7となり、日本は西欧の約13倍を示した。

○碑建立から1年…薬害根絶、誓い新た
8月24日・毎日新聞
薬害エイズ事件などの反省を踏まえ、薬害の再発防止に努める「誓いの碑」が東京・霞が関の厚生省庁舎敷地内に建
立されて24日で1年になった。HIV（エイズウイルス）訴訟の弁護団や市民団体などはこの日を「薬害根絶デー」と定
め、二度と悲惨な被害を起こさないように訴える要望書を厚生省に渡した。津島雄二厚相は姿を見せず、医薬安全局長
が受け取った。要望書は「碑に刻まれたサリドマイド、スモン、HIVだけでなく、ヤコブ病など現在訴訟になっている
事件で、国は責任を認めるべきだ」などと主張している。

○薬害エイズ、安部帝京大元副学長の公判が結審
9月13日・朝日新聞
薬害エイズ事件で業務上過失致死罪に問われた帝京大元副学長・安部英（たけし）被告（84）の公判が13日夕、東
京地裁（永井敏雄裁判長）で結審した。弁護側の最終弁論は午後も続き、安部元副学長は最後に「弁護士が話した通り
で何も申し上げることはない」と述べた。検察側は禁固3年を求刑しており、判決は来年3月28日に言い渡される。

○医療改革目指し新組織 HIV訴訟原告団らが
9月22日・共同通信
大阪ＨＩＶ訴訟の原告らが二十三日、薬害の根絶と医療現場の改革を目指す市民グループ「ネットワーク　医療と人
権」を京都市で旗揚げする。弁護士や医師、カウンセラーなども参加。それぞれの専門分野から薬害エイズ事件を検証
し、薬害根絶のため行政や企業に提言、患者が主体的にかかわれる医療の実現を目指す。発起人の一人で大阪ＨＩＶ訴
訟原告団代表の花井十伍さんは「われわれが学んだことを社会に提言し、財産として未来に残したい」と話している。

○エイズ感染者の雇用命じる 南ア航空に憲法裁
9月29日・共同通信
南アフリカの憲法裁判所は二十八日、エイズウイルス（ＨＩＶ）感染を理由に南ア航空から客室乗務員としての採用
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を断られた男性がその見直しを求めた訴訟で、雇用主はＨＩＶ感染を理由に採用を拒むことはできないとの判断を示し、
南ア航空に対して男性の採用を命じる判決を言い渡した。
南ア通信などによると、この男性は一九九六年に客室乗務員を志願し、採用の一歩手前で血液検査によりＨＩＶ感染
が分かり、採用を断られた。男性の訴えに対して、一審のヨハネスブルク高裁は、ほかの航空会社も同様の対応をして
いるとの南ア航空の主張を支持したが、憲法裁は「南ア航空はＨＩＶ感染を理由に男性を差別したのは明らかだ」と指
摘、高裁判決を破棄した。南ア航空の広報担当者は憲法裁の判決に従うと述べた。

○協力歯科診療所を指定へ 東京都が60カ所
11月15日・毎日新聞
ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者が安心して歯科治療を受けられるよう、東京都は来年度、都内約60カ所の歯科診療
所を「エイズ協力歯科診療所」に指定する。「協力診療所」の設置で感染者が自宅近くなどでも容易に診療を受けられ
るようになり、「街の歯医者さんと感染者の距離を縮められれば」と関係者は期待する。
指定は、協力の意思のある診療所に名乗りを上げてもらう方法で行う。都の非公式の調査では、すでに50カ所余りの
診療所が協力を申し出ているという。将来は、都内に53カ所ある「エイズ診療協力病院」を含め、全体をネットワーク
化する方針。紹介状のやりとりなどを通じて、個々の患者に、より適切な治療を施せるようにするという。
指定された「協力診療所」の名前は一般には公表しない。衛生局は「まだ、ＨＩＶへの偏見が解消したわけではなく、
他の患者が指定診療所を敬遠するおそれがあるから」と説明している。

○啓発チャリティコンサートにフジ子・へミングさん
11月17日・毎日新聞
エイズに対する啓発のためのチャリティーコンサート「LADIES Act Against AIDS2000」（主催・ＬＡＡＡ実行委
員会＝内野二朗代表）が27日、東京・新宿の東京厚生年金会館で開かれる。12月1日の世界エイズデーに合わせ、音楽
業界とテレビゲーム業界に呼び掛けて行われており、今年で8回目。昨年、30年余ぶりに国内カムバックを果たしたピ
アニストのイングリット・フジ子・ヘミングさんは「誰（だれ）もが喜んでもらえる曲を弾きたい」と話している。他
の出演者はペギー葉山さん、ジュディ・オングさん、中森明菜さんら。

○川田悦子議員、国会で初質問＝薬害エイズで厚生省追及－衆院委員会
11月17日・時事通信

10月の衆院東京21区補欠選挙で初当選した元東京ＨＩＶ訴訟原告団副団長の川田悦子議員（51）が17日、衆院厚生
委員会で初めての質問に立ち、薬害エイズ問題の徹底的な真相究明の必要性を訴えながら、厚生省側を追及した。
川田議員は冒頭、二男で薬害エイズ被害者の龍平さん（24）とともに歩んできた取り組みに触れ、「ひっそりと死ん
でいった子供たちのことを思うと、何としても政治を変えないといけないと考えた」と政治家になった思いを訴えた。

○HIV母子感染、1%台に抑制可能…厚生省研究班
11月27日・読売新聞
放置すれば半数近くに達する恐れのあるＨＩＶ（エイズウイルス）の母子感染は、妊娠中の抗ウイルス剤服用と陣痛
前の帝王切開、新生児への抗ウイルス剤投与などで1％台に抑え込めるという調査結果を厚生省研究班がまとめた。
研究班の戸谷良造・国立名古屋病院産科医長らのグループが昨年秋、産婦人科、小児科を持つ全国の病院にアンケー
トした。産婦人科から回答のあったＨＩＶ抗体陽性の女性の妊娠例は、一九八七年の一例目以降、百六十四例で、百十
四例が出産していた。このうち自然分べんの二十二例では子どもへの感染が十例あり、子供の異常から産後に母親の感
染がわかった六例を除いても感染率は25％なのに対し、帝王切開の七十八例では、感染は一例（1.3％）だった。
小児科の回答から分析できた感染女性の出産は八十四例。感染率は自然分べんで58％、緊急帝王切開で33％と高いが、
計画的な帝王切開では五十一例中、二例（4％）で、うち母子ともに抗ウイルス剤を使った二十七例は感染ゼロだった。

○今年の死者300万人と予想 WHO報告書
11月28日・毎日新聞
世界保健機関（ＷＨＯ、本部・ジュネーブ）などは28日、エイズ感染に関する報告書を発表した。今年の世界の新た
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なエイズ感染者は530万人で、昨年同様に増え続け、依然として猛威を振るっていることが分かった。今年のエイズ死
亡者は300万人と予想され、これでエイズによる死者は合計で2180万人になる。今年の新感染者530万人は、昨年の感
染者数（560万人）とほぼ変わらない状況。これでエイズ感染者は世界で3610万人に達し、昨年（3430万人）より
180万人増えた。感染者数の増加のペースは、1991年当時のＷＨＯ予測の倍以上になっている。

○エイズ学会総会始まる ウイルス増殖抑制の研究成果など報告
11月28日・NHKニュース
エイズの治療や予防に関する研究成果について話し合う「日本エイズ学会総会」が、きょうから京都で始まりました。
これは「日本エイズ学会」が毎年開いているもので、全国からおよそ千人の研究者が集まりました。
きょうは午前九時すぎから、会長を務める京都大学大学院医学研究科の速水正憲（ハヤミマサノリ）教授が、「エイ
ズを引き起こすウイルスは、徐々に形を変えるなど多様性があるため、ワクチン開発などが思うように進まないが、二
十一世紀を迎えるにあたり、今後の研究の方向性を模索してほしい」とあいさつしました。このあと始まった研究発表
では、「免疫」や「診断・検査」、それに、「予防啓発」などのテーマで三つの会場に分かれて報告が行われていて、こ
のうち免疫については、エイズウイルスの増殖を抑制する細胞についての最新の研究成果などが報告されています。

○精子からHIV除去し体外受精
11月28日・読売新聞
新潟大学医学部は二十七日までに、エイズウイルス（ＨＩＶ）に感染した夫の精液からウイルスを除去し、妻の卵子
と受精させる国内で初めての体外受精を実施することを決めた。妻や子供への二次感染の予防が目的。すでに同大の倫
理委員会の承認を得ており、来月中にも行う。
エイズ治療に取り組む荻窪病院（東京都杉並区）と慶応大医学部（新宿区）などが共同で開発した画期的なウイルス
除去法を使い、厚生省エイズ研究班の事業として実施する。血友病の患者が感染した薬害エイズの被害者の中には、結
婚しても子供をあきらめたり、出産を望む妻が感染してしまったりしたケースがあり、これまで安全な体外受精の開発
を望む声が強かった。欧州の専門医から問い合わせが相次ぐなど、国際的にも注目されている。
今回導入されるのは、血液のリンパ球を除去するためなどに使われる「パーコール法」を改良したウイルス除去法で、
これに不妊治療などで用いられる「スイムアップ法」と呼ばれる技術を組み合わせた。この方法の開発に中心的に取り
組んだ荻窪病院血液科の花房秀次部長は、「人工授精よりさらに安全性を高めるため体外受精にするので、技術ミスが
ない限り、安全性はほぼ百パーセントに近い水準だ」という。精液からのＨＩＶ除去は荻窪病院などで行い、新潟大で、
この精子を用いて十二月中に三十歳代の夫婦に体外受精を実施する。
イタリアでは、今回の方法よりも簡単な、パーコールの密度が二層だけの分離法を使って人工授精を行い、すでに二
千人以上の希望者に実施している。この方法でも、妻子への二次感染の報告はこれまで一例もなく、日本から治療を受
けに行った夫婦もいる。

○製剤投与は約3000人 肝炎対策で有識者会議
11月30日・共同通信
輸入非加熱血液製剤を投与された患者がＣ型肝炎ウイルスなどに感染した問題で、厚生省が設置した有識者会議（座
長、杉村隆・国立がんセンター名誉総長）の初会合が三十日、同省で開かれ、血友病以外で製剤を投与された人は一九
八○年代を中心に全国で二千九百四十八人おり、うち二千百三十三人が既に死亡したとの最新の調査結果が報告された。
こうした人たちに対し、肝炎などエイズウイルス以外の追跡調査は実施されておらず、有識者会議は今後、肝炎ウイ
ルス感染者の把握などを目的にした調査について議論することで合意した。本年度末をめどに報告をまとめる。
同省によると、国内にはＣ型肝炎で百万―二百万人、Ｂ型肝炎で百二十万―百四十万人の感染者がいると推定される。
Ｃ型は慢性化することが多く、数十年後に肝硬変や肝がんに移行することがある。会議では、感染しながら無自覚の人
たちを早期に発見、治療する体制づくりを求める声が相次いだ。

○iモードで仮想HIV抗体検査を受けよう
12月2日・朝日新聞

新聞記事
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携帯電話のｉモードで「仮想ＨＩＶ抗体検査」を受けましょう――。エイズ啓発活動に取り組む東京都内の団体
「Campus AIDS Interface（CAI）」が今月から、こんなサービスを始めた。特に若い人に利用を呼びかけている。

7つの質問にイエスかノーで正直に答えると、エイズに感染している可能性の有無がわかる。2年前からはインターネ
ットのＨＰ上で展開、すでに6万人以上がアクセスした。
携帯版では、最後に本物の検査が受けられる都内と神奈川の県内保健所リストも掲載。簡単なボタン操作だけで電話
がつながるため「心配な人はすぐに問い合わせて」と団体。アドレスはhttp://www.cai.presen.to/i/

○ＨＩＶ感染者、2カ月間で88人＝増加傾向続く－厚生省動向委
12月5日・時事通信
厚生省のエイズ動向委員会（委員長・柳川洋埼玉県立大副学長）は5日、感染症予防法に基づき8月28日から10月29

日までの約2カ月間に、医療機関から届け出があったエイズウイルス（ＨＩＶ）感染者、エイズ患者の動向をまとめた。
この期間の感染者は88人、発症患者は62人で、これまでの国内での感染者は計5226人、死亡者は計1200人となった。
患者・感染者数は前の2カ月間（計145人）とほぼ同水準で、99年3、4月に次いでワースト2、3位。柳川委員長は

「20、30代の男性を中心に増加傾向が続いており、対策を強化する必要がある」としている。

○HIV感染率25%減少を 感染症沖縄会議で目標合意
12月8日・共同通信
感染症の撲滅を目指し、七日から沖縄県宜野湾市で開かれていた感染症対策沖縄国際会議は八日、二○○五年までに
若者のエイズウイルス（ＨＩＶ）感染率を二五％減らすなどの数値目標や行動計画を合意し閉幕した。
七月の主要国首脳会議（沖縄サミット）で合意した二○一○年までの数値目標を達成するため、○五年までに①ＨＩ
Ｖ感染率が高い国で十五―二十四歳までの感染率を二五％削減する②結核菌保菌者の七○％が診断を受け八五％が完治
する③少なくとも六○％のマラリア患者が発症後二十四時間以内に適切で安価な薬を入手できるようにする―ことを掲
げた。

○エイズ題材の“ショック広告”は合憲＝「言論の自由の範囲内」と独憲法裁
12月13日・時事通信
【ベルリン12日時事】イタリアの大手アパレルメーカー、ベネトンが1995年に、エイズを題材にしたショッキング
な広告を出して物議を醸した問題で、ドイツ連邦憲法裁判所は12日、「なじみのない表現であっても、純粋な商業広告
である限り言論の自由は保証される」として、合憲の判断を下した。問題となった広告は、大写しにされた裸の人間の
しりに「ＨＩＶ（エイズウイルス）陽性」の文字が刻印されているもので、ベネトンがドイツの週刊誌に掲載した。

○遺伝子組み替えの血液製剤代用品が急増 危険性未知数
12月15日・朝日新聞
遺伝子組み換え技術を用いた製剤が血液製剤の代替品として急速に普及し、血友病治療に中心的に用いられる製剤の
来年度の使用予定量の約7割に達することが、財団法人血液製剤調査機構の調べでわかった。血友病以外に広がるのは
時間の問題とみられている。米国から輸入している組み換え製剤は、血液製剤のような感染症の心配はないとされるが、
長期投与のリスクは未知数。薬害エイズの反省から、血液製剤の原料を献血で自給することを目標にしてきた厚生省は
今後、どこまで組み換え製剤に依存し、国内の献血を縮小させるか、「血液の安全保障」の観点からも政策判断を迫ら
れる。製剤を生涯使い続ける血友病患者団体の代表らは「長期投与の安全性は未知数なのに、組み換え製剤しか用意し
ていない医療機関がある。このままでは血液製剤が極端に減り、組み換え製剤に問題が起きた時に対応できなくなる」
と、実態調査を求めている。

○＜血液行政＞国の全面関与盛らず 薬事審部会最終報告書
12月15日・毎日新聞
薬害エイズ事件の反省を踏まえ、血液行政の見直しを進めてきた厚生省の中央薬事審議会企画・制度改正特別部会は

15日、最終日を迎え、献血で作られた血液製剤の国内自給確立などを求めた最終報告案「新たな血液事業等のあり方に
ついて」の審議に入った。しかし同部会が当初に目指した血液事業法（仮称）の要綱案策定は見送られた。血液事業に
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対する国の責任は明記されず、安全監視機関の創設も意見の付記にとどまる見通しだ。事件の再発防止を願う血友病患
者2人が初めて同会の委員として加わったが、その声が十分に生かされないまま幕を閉じることになりそうだ。

○警官採用時のHIV検査、警視庁だけが実施
12月16日・朝日新聞
警視庁が警察学校の入校者全員にＨＩＶ（エイズウイルス）感染を調べると明言しないまま血液検査を実施していた
問題で、警察庁が市民団体「はばたき福祉事業団」（東京都）の問い合わせに対して、検査の実施を認めたうえで「警
視庁以外の道府県警察ではＨＩＶ検査を行っていないと承知している」と回答したことが15日、わかった。労働省が示
しているガイドラインは採用選考でＨＩＶ検査を行わないことを求めており、感染者の就職促進に取り組む事業団は
「なぜ警視庁だけがルールを無視したのか」と反発している。
警視庁の検査実施については、都内に住む男性が6月、採用試験に合格したのに入校時の「無断検査」の結果によっ
て採用を拒否されたとして都を相手に起こした損害賠償請求訴訟の審理で、都側が事実上認めていた。警察庁は書面で
回答し、警視庁の検査実施については「6月に警視庁から報告を受けて承知した」と述べた。検査が「無断」かどうか
は「係争中なのでコメントを控える」としている。
事業団の大平勝美理事長は「他の道府県警で実施していないというのは信じるしかないが、差別解消の啓発に取り組
んできた東京都で実施されていたことは、信じていたのに裏切られたという思いがある」と話す。

○若年層にエイズ予防訴え 高校サッカーでPR 厚生省など
12月26日・共同通信
若年層にエイズへの認識を持ってもらおうと、厚生省とエイズ予防財団は「ストップエイズ」運動のシンボルである
赤いリボンをあしらったステッカーを作製、三十日に始まるサッカーの第七十九回全国高校選手権で選手が肩に付けて
ＰＲすることになった。プロ野球やサッカーのＪリーグで選手がリボンを付けるなどしたことはあったが、アマチュア
スポーツの大会では初めて。選手たちは三十日の開会式と開幕戦、一月七、八日の準決勝、決勝でステッカーを付ける。

○薬害エイズ 松村元課長に求刑
12月27日・NHKニュース
薬害エイズ事件で、業務上過失致死の罪に問われている厚生省の松村明仁（マツムラアキヒト）元生物製剤課長に、
検察側は「エイズ問題を他人事のように受け止め、被害を防ぐ対策をなにも取らなかった責任は重い」と指摘して、禁
固三年を求刑しました。厚生省の生物製剤課長だった松村明仁被告（五十九）は、エイズウイルスに汚染された非加熱
の血液製剤を製薬会社に回収させなかったり、医師に使わないよう指導しなかったため、患者を死亡させたとして、業
務上過失致死の罪に問われています。被告側は「当時、非加熱製剤の危険性はまだわかっておらず、患者の治療には欠
かせないと考えられていて、厚生省が製薬会社に回収させることはできなかった」と無罪を主張しています。

○エイズ治療薬で3人死亡と 米食品医薬品局
1月6日・共同通信
米食品医薬品局（ＦＤＡ）は五日、エイズ治療薬のゼリット（成分名スタブジン）とヴァイデックス（同ジダノシン）
を併用した妊娠中のエイズウイルス（ＨＩＶ）感染者に重い副作用が起き、三人が死亡したと発表した。両薬剤の開発
元の米ブリストル・マイヤーズ・スクイブ社も同日、他に効果的な治療がない場合を除き、妊娠中の患者に両薬を組み
合わせて服用させないよう医師向け注意書きを発送した。発生した副作用は乳酸アシドーシスで、血中の乳酸値が異常
上昇し肝臓や膵臓（すいぞう）に障害を与える。もともと一部のエイズ治療薬の副作用として知られていた。

○ＨＩＶ感染の夫の精液、ウイルス除き人工授精 鳥取大学
1月9日・毎日新聞
鳥取大学医学部付属病院（鳥取県米子市）で昨年、エイズウイルス（ＨＩＶ）に感染した夫の精液からウイルスを除
き、感染していない妻の体内に注入する人工授精が行われていたことが8日、わかった。4回授精したが、まだ妊娠は確
認されていないという。担当の同学部産婦人科、原田省（たすく）講師によると、ともに20歳代の夫婦で、夫は非加
熱血液製剤で感染した。夫婦から「子供が欲しい」と相談を受け、1999年11月に学内の倫理委員会に人工授精の実施
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を申請。倫理委は昨年5月、2次感染の危険性がゼロでないことを納得してもらい、妻の妊娠希望を厳密に確認すること
などを条件に承認した。

○成人式…コンドーム配布 宇都宮
1月9日・毎日新聞
宇都宮市内21カ所で開かれた成人式では、新成人の参加者約4000人全員にコンドームが配られた。同市保健所が

「新成人にエイズや性感染症について理解を深めてもらいたい」と、エイズなどについて分かりやすく説明した冊子と
セットにしたもので、新成人たちには好評の様子だった。

○米研究所、抗エイズたんぱく開発－細胞への侵入阻止
1月12日・毎日新聞
エイズウイルスの表面に結合し、人間の細胞内に入り込めなくして、感染を阻止する新たんぱく質を開発したと米ホ
ワイトヘッド生物医学研究所（マサチューセッツ州）が11日、発表した。米科学誌サイエンスに掲載される。試験管内
の実験で、ごく微量で培養細胞への感染を防げることを確かめており、新たなエイズ治療薬として期待されている。開
発チームのピーター・キム博士らは次の段階として、猿を使った実験に移る計画だ。開発したたんぱく質は「5ヘリッ
クス」と呼ばれ、エイズウイルス表面にあるｇｐ41たんぱく質に結合するよう設計した。

○ヒト由来医薬品で研究会 厚生労働省、健康被害救済など検討
1月18日・共同通信
厚生労働省は十八日、ヒトや動物の細胞組織などからつくられる医薬品・医療用具の健康被害救済について検討する
初の研究会を発足させると発表した。三十一日に初会合を開く。
こうした製品は血液製剤が典型的だが、バイオテクノロジーの進歩で培養皮膚などさまざまな新製品の開発が始まっ
ており、危険性を指摘する声もある。これまでにも非加熱血液製剤による薬害エイズの発生や、乾燥脳硬膜が難病のク
ロイツフェルト・ヤコブ病の原因と指摘されるなど「ヒト由来製品」による健康被害が深刻な問題となった。同省は
「製造段階で厳しい規制をかけても、感染被害の危険はゼロではないため、救済制度の検討が必要」としている。医薬
品の健康被害救済をめぐっては、一九八○年に創設された「副作用被害救済制度」があるが、感染被害は対象外だった。

○PKO要因のエイズ予防を 国連が対策を本格化
1月20日・共同通信
国連平和維持活動（ＰＫＯ）局と、国連エイズ合同計画（ＵＮＡＩＤＳ）は十九日、世界各地に展開するＰＫＯ要員
のエイズウイルス感染防止などを目的にした包括協定を締結した。今年六月に初の「国連エイズ特別総会」が開催され
るのを前に、国連事務局がエイズ予防や感染者へのケアで豊富な経験を持つ世界保健機関（ＷＨＯ）や国連児童基金
（ユニセフ）などＵＮＡＩＤＳに参画している各機関と提携。ＰＫＯ要員の感染と、要員から展開先の住民への感染を
食い止めるのが狙い。

○人権問題の“百科事典” HIV感染やホームレスも
1月28日・共同通信
被差別部落問題を総合的に扱った事典として研究者や運動家に親しまれてきた「部落問題事典」が十五年ぶりに全面
改訂され、このほど「部落問題・人権事典」（大阪市、部落解放・人権研究所編）として出版された。新たに社会問題
化したエイズウイルス（ＨＩＶ）感染者やホームレスなど人権問題全般を網羅、“人権百科事典”ともいえる内容とな
っている。収録項目数は改訂前とほぼ同数の約二千四百。ＨＩＶ感染者やホームレスのほか同性愛者や外国人労働者問
題などを新たに加え、執筆者が交代した項目を含めると約半数が改訂された。

○エイズ阻止で1億ドル提供 ビル・ゲイツ氏
1月28日・共同通信
マイクロソフトのビル・ゲイツ会長は二十七日、スイスのダボスで開催中の世界経済フォーラムで、エイズの拡大阻
止のために一億ドル（約百十七億円）を提供すると発表した。ゲイツ氏の運営する財団によると、エイズワクチンの開
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発を支援する国際団体に資金を供出。特に、エイズの感染が広がっている発展途上国で、安価で入手できるワクチン開
発に貢献するようにする。一方、米ネット接続大手ヤフーも同日、同団体に五百万ドルの提供を約束した。同資金は世
界中のヤフーサイトを通じたエイズ啓発活動に使うという。

○ロシアでエイズ急速に拡大
1月29日・共同通信
二十八日のインタファクス通信によると、ロシアの新たなエイズウイルス（ＨＩＶ）感染者は、昨年一年間だけでこ
れまでの感染者総数をはるかに上回る五万一千百六十一人に達した。調査を開始した一九八七年以来の感染者総数はこ
れで八万七千二百人。ロシア保健省報道部の発表として伝えたもので、それによると、昨年の感染者数は前年の二・八
倍に跳ね上がっており、ロシアでのＨＩＶ感染の急速な拡大があらためて浮き彫りになった。
感染経路では麻薬常習者の母親から子どもに感染するケースが最も多く、年齢層では十八―二十五歳、地域では首都
モスクワとその周辺のモスクワ州での増加が目立っている。

○HIVウイルス除去後の人工授精技術は不完全
1月29日・読売新聞
エイズウイルス感染者の精液からウイルスを除去して人工授精する方法について、国立国際医療センター（東京都新
宿区）の岡慎一・エイズ治療・研究開発センター臨床研究開発部長（43）らのグループは「現在の除去技術では精液中
のエイズウイルスは完全に除去できず、臨床応用を断念せざるをえない」との研究結果を二月発行の日本エイズ学会誌
で公表する。鳥取大病院がすでにこの方法を行っているが、わが国有数のエイズ拠点病院である同センターが逆の結論
を出したことで、臨床応用のリスクを問う論議が再燃しそうだ。

○東京都、新エイズ対策に400万
2月5日・共同通信
東京都は五日、二○○一年度予算原案で復活枠として残されていた二百億円の配分を決め、六兆二千六十億円の一般
会計の予算最終案を確定した。復活予算では「地域で自立し安心して暮らせるまちの実現」を目指し、同年代の若者同
士がエイズ問題を語り合うことで知識を深め感染防止などに役立てる「ピア・エデュケーション」制度導入に四百万円
を計上した。

○非加熱製剤でＣ型肝炎の恐れ、700病院公表へ
2月6日・読売新聞
厚生労働省は六日、血友病以外の治療でＣ型肝炎ウイルスに感染する恐れがある非加熱血液製剤を投与したことのあ
る病院名を三月までに公表し、投与の可能性のある人へ検査を促すことを決めた。対象は一九八〇年代前半に輸入非加
熱血液製剤と国内非加熱血液製剤を使った約七百病院になる見込み。病院から製剤を使った可能性のある人に肝炎検査
を呼びかけてもらう方針で、検査料は同省が研究費として負担し、無料にする予定。
非加熱血液製剤に関する病院名の公表は、同省の肝炎対策有識者会議（座長・杉村隆国立がんセンター名誉総長）が

「他の肝炎対策に先駆けて、緊急に行うように」と提言したことを受けての措置。

○献血者の陽性、過去最高 エイズウイルス抗体 厚生労働省
2月6日・共同通信
昨年一年間の全国の献血者約五百九十万人（速報値）のうち、六十七人がエイズウイルス抗体陽性と判定され、陽性
率は一九八六年の検査開始以来、最高となったことが、六日開かれた厚生労働省のエイズ動向委員会で報告された。
報告によると、昨年一年間の献血件数は速報値で約五百八十七万八千人で、六十七人が抗体陽性と判定された。この
うち女性は四人だった。十万人当たりの陽性者数は1.140人で、これまで最も高率だった昨年の同1.026人を上回った。
一方、昨年十一月と十二月に新たに報告されたエイズ患者は三十九人、エイズウイルス感染者は八十七人に上った。
今回新たに五人の死亡が報告され、国内の累積死亡者数は千二百五人となった。

注：この新聞記事データは各社の「速報記事」等をもとに編集したものです。

新聞記事

LAP NEWSLETTER Vol.31 28


